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土木の現場からも 建築の現場からも 

特集 現場で発生する 
建設発生土の 
処分場が無い。 

　
近
年
、
我
が
国
に
お
い
て
建
設
副
産
物
の
発
生
量

が
増
加
し
、
こ
れ
ら
の
相
当
部
分
が
未
利
用
の
ま
ま

廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状

況
下
、
建
設
副
産
物
の
再
生
利
用
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
資
源
の
有
効
利
用
と
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
に

資
す
る
こ
と
が
今
後
の
円
滑
な
公
共
工
事
の
執
行
を

図
る
た
め
に
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　「
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」が

施
行
さ
れ
、
公
共
建
設
工
事
に
お
け
る
再
生
資
源

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
３
年
11
月
20
日
付
け

設
計
第
３
３
５
号「
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
つ

い
て
」に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
当
面
、
再
生
資
源（
再
生
資
源
の
う
ち
再
資
源

化
施
設
な
ど
で
製
造
さ
れ
た
資
材
を
再
生
資
材
と

い
う
）の
利
用
及
び
再
資
源
化
施
設
を
活
用
す
る
こ

と
と
あ
る
。

　
中
部
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会
に
よ
る

と
、
平
成
10
年
度
の
数
字
な
が
ら
、
中
部
地
方
整

備
局
管
内
で
は
、
建
設
廃
棄
物
の
発
生
量
は
１
年
間

で
90
万
立
法
メ
ー
ト
ル（
１
７
４
万
ト
ン
）、
こ
れ
は

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
約
２
／
３
個
分
に
相
当
す
る
と
か
。

建
設
廃
棄
物
の
発
生
量
の
86
％
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塊
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
。
建
設
廃
棄
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
は

90
％
で
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塊
と
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
99

％
。
建
設
汚
泥
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
は

32
％
で
低
迷
し
て

い
る
。

　
工
事
現
場
か
ら

発
生
す
る
土
砂
な
ど
の
発
生
量
は
年
間
で

１
、４
８
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
ら
の
う
ち
工

事
現
場
で
利
用
し
た
土
砂
な
ど
の
59
％
は
リ
サ
イ
ク

ル
土
を
使
用
し
て
い
る
―
な
ど
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
工
事
現
場
内
で
使
用
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
土
に
つ
い
て
は
、
土
木
工
事
、
建
築
工
事
な
ど
全

体
で
３
４
８
万
立
方
メ
ー
ト
ル
が
使
わ
れ
た
。
こ
の

う
ち
55
％
の
１
９
２
万
立
方
メ
ー
ト
ル
が
建
設
発

生
土
、
そ
し
て
４
％
の
土
砂
改
良
土
、
合
わ
せ
て
59

％
が
リ
サ
イ
ク
ル
土
さ
れ
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
41
％
が
再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
購

入
土
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
土
木
工
事
の
現
場
で
は
、
３
４
１
万
立

方
が
使
わ
れ
、
同
じ
よ
う
に
建
設
発
生
土
と
土
砂
改

良
土
が
２
０
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
59
％
の
割
合

で
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
建
築
工
事
の
現
場
で
は
７
万
立
方
メ
ー
ト

ル
が
使
用
さ
れ
、
う
ち
再
利
用
率
は
62
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
建
築
工
事
の
現
場
で
使
用
さ
れ
る
全
体

数
字
が
圧
倒
的
に
少
な
い
た
め
、
全
体
で
は
59
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
工
事
現
場
か
ら
発
生
す
る
建
設
発
生
土
の
量
に
つ

い
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
１
、４
８
０
万
立
方
メ
ー

ト
ル
あ
る
が
、
そ
の
搬
出
先
は
、
現
場
内
利
用
や
内

陸
部
工
事
な
ど
現
場
外
に
搬
出
し
て
い
る
ほ
か
、
プ

ラ
ン
ト
、
海
面
埋
立
事
業
、
海
面
処
分
場
、
内
陸
受

入
地
な
ど
と
な
っ
て
い
る（
土
木
工
事
や
建
築
工
事

の
現
場
か
ら
発
生
す
る
建
設
発
生
土
の
搬
入
先
は
、

表
‐
１
を
参
照
）。

　
ま
た
、
公
共
工
事
の
発
注
官
庁
別
の
建
設
発
生

土
の
数
値
と
、
民
間
工
事
の
土
木
工
事
と
建
築
工

事
の
発
生
量
、
そ
の
搬
出
先
に
つ
い
て
は
、
表
‐

２
を
参
照
。
こ
の
表
か
ら
も
公
共
工
事
、
特
に
土

木
工
事
の
現
場
か
ら
発
生
し
て
い
る
量
が
１
、１
６

２
万
７
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
全
体
の
78
・
52
％
と

全
体
の
80
％
近
く
を
占
め
て
い
る
の
が
現
状
。
し

か
し
、
反
対
に
現
場
内
利
用
は
４
７
５
万
６
千
立

方
メ
ー
ト
ル
で
、
40
・
９
％
の
割
合
。
残
り
の
約

60
％
は
受
注
し
た
企
業
が
処
分
場
の
指
定
が
あ
れ
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ば
そ
ち
ら
で
処
分
し
、
指
定
が
無
い
場
合
は
自
由

処
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
建
設
発
生
土
に
つ
い
て
静
岡
県
の
対
応
は
、
工
事

現
場
か
ら
建
設
発
生
土
が
発
生
す
る
場
合
、
原
則
と

し
て
半
径
50
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
の
範

囲
内
で
ほ
か
の
建
設

工
事
へ
搬
出
す
る
こ

と
と
し
、
建
設
発
生

土
情
報
交
換
シ
ス
テ

ム
な
ど
で
調
整
し
て

処
分
す
る
。

　
し
か
し
、
ほ
か
の
建
設
工
事
と
の
搬
入
時
期
及
び

土
質
な
ど
の
調
整
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
①
建
設
副

産
物
処
理
施
設（
建
設
残
土
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）に
搬

入
す
る
②
建
設
副
産
物
処
理
施
設（
土
質
改
良
プ
ラ

ン
ト
）に
搬
入
す
る
③
処
理
施
設
へ
の
搬
入
が
著
し

く
困
難
な
場
合
は
、
公
有
地
・
公
有
処
分
場
、
協
会

な
ど
の
処
分
場
へ
搬
入
す
る
④
公
有
地
な
ど
へ
の
搬

入
が
著
し
く
困
難
な
場
合
は
民
間
処
分
場
へ
搬
入
す

る
⑤
民
間
処
分
場
へ
の
搬
入
が
著
し
く
困
難
な
場
合

は
請
負
者
の
自
己
保
有
地
、
民
間
の
保
有
地
に
搬
入

す
る
―
な
ど
の
取
り
決
め
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
費
用
の
面
で
は
、
建
設
発
生
土
を
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
や
土
壌
改
良
プ
ラ
ン
ト
、
公
有
地
、
民
間

処
分
場
、
民
間
の
保
有
地
な
ど
に
搬
入
す
る
い
ず
れ

の
場
合
も
処
理
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
、
適
切

に
積
み
上
げ
る
と
し
て
、
運
搬
費
、
敷
均
し
費
の
ほ

か
処
分
費
の
う
ち
必
要
な
内
容
に
つ
い
て
経
費
を
計

上
し
て
い
る
。

　
袋
井
建
設
業
協
会
管
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

建
設
発
生
土
の
処
分
費
な
ど
計
上
し
て
い
る
の
か
、

費
用
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
、
処
分
場
は
指

定
あ
る
の
か
な
ど
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し

て
み
た
が
、
ほ
ん
の
一
部
を
除
い
て
建
設
残
土
の
処

分
地
、
搬
入
先
が
無
い
た
め
、
搬
出
先
を
探
す
の
に

実
際
の
と
こ
ろ
困
っ
て
い
る
。
ま
た
、
処
分
費
と
い

う
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
経
営
も
圧
迫

し
て
き
て
い
る
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
袋
井
市
の
場
合
、
都
市
整
備
課
と
農
林
課
、
水
道

課
は
処
分
費
を
計
上（
１
、３
０
０
円
／
１
立
法
メ
ー

ト
ル
）、
区
画
整
理
課
は
平
成
13
年
10
月
１
日
か
ら

処
分
費
を
計
上
、
土
木
課
は
計
上
し
て
い
る
も
の

の
、
少
量
に
つ
い
て
は
カ
ッ
ト
、
下
水
道
課
は
14

年
度
か
ら
処
分
費
を
計
上
予
定
。
運
搬
費
や
敷
均
し

費
も
計
上
し
て
い
る
。

　
掛
川
市
は
、
処
分
費
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

運
搬
費
や
敷
均
し
費
は
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
指
定
の
処
分
場
も
無
く
、
処
分
に
困
っ
て
い

る
。

　
磐
田
市
も
同
様
に
処
分
費
は
計
上
さ
れ
て
お
ら

ず
、
指
定
の
処
分
場
も
無
い
た
め
、
い
ず
れ
の
企
業

も
現
場
か
ら
発
生
し
て
い
る
建
設
残
土
の
処
分
に

困
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

　
小
笠
町
は
、
処
分
費
は
み
て
い
な
い
。
運
搬
費
と

敷
均
し
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
指
定
の
処

分
場
が
無
く
、
自
由
処
分
と
な
っ
て
お
り
、
自
社
の

用
地
内
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
、
一
括
し
て
搬
出
出
来
る

時
に
処
理
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　
浜
岡
町
も
処
分
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
指

定
の
処
分
場
が
無
く
、
自
由
処
分
。
運
搬
費
は
搬

出
先
の
距
離
に
よ
っ
て
設
計
の
な
か
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　
菊
川
町
も
処
分
費
は
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
指
定

の
処
分
地
が
無
く
自
由
処
分
。
運
搬
費
は
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　
大
東
町
は
、
処
分
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
費
用

は
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
り
１
、３
０
０
円
。
も
ち
ろ

ん
別
途
に
運
搬
費
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
大
須
賀
町
は
、
処
分
費
は
無
し
、
運
搬
費
と
敷
均

し
費
は
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
の
処
分
地
が
な

く
、
こ
こ
も
処
分
に
困
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

　
福
田
町
は
、
処
分
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
運

搬
費
は
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
敷
均
し
費
は
無
い
。

　
竜
洋
町
は
、
町
の
指
定
の
処
分
地
が
あ
り
、
そ
ち

ら
に
搬
入
す
る
場
合
は
処
分
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。

　
豊
田
町
は
、
指
定
の
処
分
場
が
無
く
、
自
由
処

分
。
処
分
費
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
運
搬
費
と

敷
均
し
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
浅
羽
町
は
、
袋
井
市
内
の
処
分
場
と
福
田
町
の
処

分
場
に
搬
入
す
る
場
合
、
処
分
費
が
１
、３
０
０
円

計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
運
搬
費
も
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
敷
均
し
費
は
、
処
分
費

に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
森
町
は
、
各
企
業
の
自
由
処
分

で
、
処
分
費
は
設
計
に
は
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
。
運
搬
費
と
敷
均
し
費

は
計
上
さ
れ
て
い
る
。
―
と
い
っ
た

各
市
町
村
の
状
況
だ
が
、
参
考
に
浜

松
市
役
所
の
場
合
は
、
建
設
残
土
の

処
分
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
現
在

は
２
カ
所
の
指
定
処
分
場
が
あ
り
、

浜
松
市
庄
和
町
中
開
は
１
立
方
メ
ー

ト
ル
当
り
１
、４
０
４
円（
有
料
道
路

代
含
む
）、
篠
原
町
は
同
じ
く
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
り
５
６
８
円
。
こ
の
金

額
に
は
運
搬
費
、
敷
均
し
費
も
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
袋
井

市
、
浜
松
市
は
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
０
を
認
証
取
得
し
て
お
り
、
そ
う

い
っ
た
観
点
か
ら
も
建
設
現
場
か
ら

排
出
さ
れ
る
残
土
処
分
な
ど
に
も
予

算
を
計
上
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
な
が
ら
建

設
残
土
と
同
じ
よ
う
に
声
が
寄
せ
ら

れ
た
の
が
、
現
場
か
ら
発
生
す
る
雑

木
の
処
理
に
も
手
を
焼
い
て
い
る
と

の
こ
と
。
雑
木
を
そ
の
ま
ま
搬
出
す

る
と
産
業
廃
棄
物
扱
い
に
な
り
、
現

場
で
野
焼
き
な
ど
の
処
分
に
し
て
も

表-1　建設発生土の発生量及び搬出先種類 

表-2　発注区分別  建設発生土の搬出先種類（単純集計値） 

中部地方 

土木工事 

公共工事 

国 公団・ 
事業団 

都道 
府県 

政令 
指定市 

その他 
市町村 計 

民間土木 

単位：m3

土木工事 
計① 

建築 
（新築   
  非木造） 
② 

合計 
①＋② 

発生量 
現場内利用 

内陸部工事等 
（公共以外含む） 

プラント 

海面埋立事業 

海面処分場 

内陸受入地等 

現場内利用 

内陸部工事等 
（公共以外含む） 

現場外搬出量 

プラント 

海面埋立事業 

海面処分場 

内陸受入地等 

3,772,859 
1,927,395 

1,267,328 

35,828 

80,908 

0 

461,400

2,067,636 
1,062,394 

902,758 

170 

0 

0 

102,314

3,176,681 
1,080,092 

1,059,654 

36,911 

127,852 

768 

871,404

274,221 
23,261 

65,852 

57,725 

830 

0 

126,553

2,335,694 
663,327 

788,710 

58,693 

101,505 

5,330 

718,129

11,627,091 
4,756,469 

4,084,302 

189,327 

311,095 

6,098 

2,279,800

2,725,973 
2,267,546 

161,727 

7,453 

38,722 

0 

250,525

14,353,064 
7,024,015 

4,246,029 

196,780 

349,817 

6,098 

2,530,325

454,554 
145,876 

118,926 

370 

0 

0 

189,382

14,807,618 
7,169,891 

4,364,955 

197,150 

349,817 

6,098 

2,719,707

現
場
外
搬
出
量 

①土木工事 

14,350千m3

②建築工事 

450千m3

①＋② 
合計 

14,800千m3

140千m3 

32％ 

7,160千m3 

49％ 

4,370千m3 

30％ 

2,720千m3 

18％ 
350千m3 

2％ 

200千m3 

1％ 

120千m3 

26％ 

190千m3 

42％ 

350千m3 

2％ 

6千m3

7,020千m3 

49％ 

4,250千m3 

30％ 

2,530千m3 

18％ 
200千m3 

1％ 

6千m3

手
間
や
処
分
費
が
か
か
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
雑
木
の
か
た
づ
け

に
も
困
っ
て
い
る

の
が
現
状
と
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
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平成12年度

地域用水環境整備丹野池地区1工事

工事内容
工 事 名●平成12年度  地域用水環境

整備丹野池地区1工事

発 注 者●中遠農林事務所

請負金額●42,880,000円

施 工 者●南部建設株式会社

工事概要
●既設構造物取壊し（上部工、下部工）

●橋台工（A1橋台固定、A2橋台可動）

●ブロック積み護岸工

南部建設株式会社 
現場代理人●後藤 由成さん 

本工事は丹野池大橋の架け替えをおこなう工事です。 
最初に丹野池の水位を工事に支障のないところまで下げ、次に
農業用水として上流より取水している用水の暗渠管の仮移設を
行いました。池の中は、堆積した土と枯れ枝が混じってそのま
までは重機が作業できる状態ではありませんでした。 
旧橋の撤去は左岸より行い落とした上部工を足場として順次取
り壊しを行い右岸側に着いたところで、コンクリートの撤去を
行いながら順に左岸側に退去し、撤去を完了しました。 
左岸下部工のボーリングデータが予定地点より離れた所で取ら
れていたために、掘削完了時に支持地盤が現れてきませんでし
たので監督員と相談し地質調査を行ってから施工しました。 
ブロック積み護岸工の施工地点も岩盤線が真下に下がっており
監督員と相談し基礎の変更をしました。 

　以上のように池の両岸は谷津になっており
岩盤線が切り立っている為に支持地盤の予想
が難しいように思えました。上部工の施工業
者と綿密に工程の打合せを行いながら工事を
進めて工期内に完成しました。なお、200t
レッカーで橋げたを吊り上げ橋台に架設する
為に作業ヤードをどこにするか苦慮しました
が、現場内の土の入れ替えで対処できました。 
　丹野池は桜の名所で池の周囲には、桜の木
が多く植えられており、春の花見の時期には
近隣より沢山の人が見えられます。景観に合
った構造物が施工できたことは、良い経験に
なりました。 

着工前

完成

施工中



2002年1月7日発行

株式会社　新組  
創　業／昭和32年9月 
法人化／昭和55年1月 
資本金／2.000万円 
従業員／12人 

株
式
会
社
　
新
組

専
務
取
締
役
夫
人

鈴
木
も
と
子
さ
ん

ハ
ウ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン

ヴ
ィ
ー
ナ
ス 

ア
ム
ー
ル

　
ご
主
人
の
文
雄
氏
は
、昭
和
40
年
４
月
、現
社

長
で
父
・
鈴
木
文
太
郎
氏
の
経
営
す
る
新
組
に

入
社
。当
時
、奥
様
の
も
と
子
さ
ん
は
、島
田
市
の

矢
崎
計
器
に
Ｏ
Ｌ
と
し
て
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　
出
会
い
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
も
と
子
さ
ん
の
お

母
さ
ん
の
友
達
が
「
良
い
人
が
い
る
か
ら
一
度

逢
っ
て
み
た
ら
」
と
い
う
誘
い
で
、
昭
和
48
年

の
３
月
に
掛
川
市
内
で
出
会
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
建
設
業
界
、
３
月
と
い
え
ば
１
年
間
の
う

ち
で
最
も
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し
さ
。
ご
主
人

の
文
雄
氏
も
、
何
を
話
し
た
か
覚
え
て
い
な
い

ほ
ど
、
慌
し
く
会
社
に
戻
り
、
現
場
に
向
か
っ

て
仕
事
に
つ
い
た
と
か
。

　
そ
れ
で
も
、
お
互
い
に
「
気
が
つ
い
て
優
し

い
と
こ
ろ
」
と
「
同
い
年
で
、
意
見
が
合
っ

た
」
（
も
と
子
さ
ん
）
と
い
う
こ
と
な
ど
か

ら
、
ド
ラ
イ
ブ
や
数
回
の
デ
ー
ト
を
重
ね
、
初

め
て
逢
っ
て
結
婚
ま
で
交
際
期
間
８
カ
月
間
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
。

　
結
婚
後
は
、
新
組
さ
ん
の
事
務
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
建
設
業
界
の
勉
強
も
。
当
初
は
、
畑

違
い
か
ら
鈴
木
家
に
入
っ
た
た
め
、
戸
惑
い
も

あ
っ
た
と
か
。
そ
の
後
、
育
児
の
時
も
文
雄
氏

の
お
母
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
無
難
に
お
二
人

の
お
子
さ
ん
も
成
人
に
。

　
現
在
、長
男
の
克
利
さ
ん
は
東
海
大
学
土
木

工
学
部
に
在
学
、次
男
の
文
明
さ
ん
は
情
報
関

係
の
専
門
学
校（
浜
松
市
内
）に
通
学
し
て
お
り
、

技
術
と
情
報
と
い
う
二
人
の
力
を
合
わ
せ
て
新

組
を
盛
り
た
て
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
の
は
実
感
と
し
て
理
解
し
て

い
る
が
、
た
め
息
ば
か
り
つ
い
て
は
い
ら
れ
な

い
。
ご
主
人
の
文
雄
氏
に
は
「
健
康
第
一
に
、

も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
も
ふ
た
踏
ん
張
り
も
頑
ん

張
っ
て
、
会
社
を
次
の
世
代
に
引
き
渡
し
て
欲

し
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
味
わ
う
魅
惑
の
フ

レ
ン
チ
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。広
々
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

で
堪
能
す
る
料
理
は
、旬
の
味
覚
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
た
充
実
の
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
。

　
オ
ー
プ
ン
は
、今
年
の
４
月
26
日
。充
実
の
フ
レ

ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
素
材
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、特

に
魚
介
類
料
理
は
、全
国
各
地
か
ら
直
送
の
厳
選

さ
れ
た
新
鮮
素
材
の
み
を
使
用
し
た
逸
品
と
な
っ

て
い
る
。そ
の
た
め
季
節
ご
と
の
素
材
の「
持
ち

味
」あ
ふ
れ
る
料
理
が
堪
能
で
き
る
と
好
評
。

　
ま
た
、ガ
ラ
ス
張
り
で
明
る
く
開
放
的
に
設

計
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
内
部
に
一
歩
足
を
踏

み
入
れ
る
と
、南
欧
風
に
彩
ら
れ
た
緑
豊
か
な

美
し
い
ガ
ー
デ
ン
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

料
理
の
ほ
か
に
こ
の
季
節
ご
と
の
美
し
い
花
々

を
眺
め
な
が
ら
気
軽
で
し
か
も
本
格
的
な
フ
レ

ン
チ
が
賞
味
で
き
る
。

　
社
員
の
皆
さ
ん
も
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
が

行
き
届
い
て
お
り
、接
客
マ
ナ
ー
も
従
業
員
一

人
ひ
と
り
が
率
先
し
て
勉
強
し
て
い
る
と
か
。

　
陽
光
が
降
り
注
ぐ
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
、ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
デ
ィ
ナ
ー
タ

イ
ム
。い
ず
れ
の
時
間
も
心
地
よ
い
風
と
と
も

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
贅
沢
で

至
上
の
ひ
と
時
が
過
ご
せ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。

　
結
婚
式
も
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
ト
ー
タ
ル

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
要
望
を
承
っ
て
お
り
、

す
で
に
開
店
以
来
１
０
０
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
挙

式
し
て
い
る
。

店舗外観

☆営業時間
ランチ
11：30～14：00（ラストオーダー）
￥1,500 ¥2,500 ¥4,000 ¥5,500
ディナー
17：30～20：00（ラストオーダー）
￥2,500 ¥3,500 ¥5,000 ¥6,500
☆定休日
毎週火曜日（月末 火・水曜連休）

☆席数
70席・160席

☆駐車場
40台

●レストランへご来店の際はご予約を頂ければ幸いです。

出身／掛川市 
年齢／52歳 
趣味／旅行、スポーツ観戦 プロフィール 

（税別）

堀越I.C.

SPLA23

西濃運輸 

サークルK

至浜松 至静岡 

磐田 
信用金庫 

ファミリー 
レストラン 

堀越公園 マクドナルド ハーモス袋井 

人形の秀月 

カインズホーム 

静岡銀行 

至袋井駅 

国道1号 

袋井バイパス 

東名高速道路 

袋井I.C.

袋井消防署 

〒437-0065 
静岡県袋井市堀越382-1
Tel. 
Fax.0538-41-2111

＊ご予約・お問い合わせは 
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僕
は
祖
父
が
社
長
で
、
父
が
役
員
を
し
て
い

る
建
設
業
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

３
才
く
ら
い
の
頃
か
ら
、
よ
く
祖
父
や
父
の

車
に
乗
っ
て
、
建
設
現
場
に
つ
い
て
行
き
ま
し

た
。
現
場
で
は
多
く
の
人
が
、
仕
事
を
し
て
い

て
、
機
械
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
遊
ん
で
も

ら
っ
た
、
良
い
思
い
出
が
、
残
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
事
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
が
『
○
○
建
設
　
倒
産
』
の
新
聞
記
事
を
見

た
り
『
こ
れ
か
ら
、
建
設
業
は
大
変
だ
ぞ
』
と

言
う
、
周
り
の
声
を
耳
に
す
る
と
、
ど
う
し
よ

う
か
、
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

部
活
は
、
野
球
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
野
球

部
は
、
月
曜
日
以
外
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
暗
く

な
る
迄
、
練
習
や
試
合
を
や
り
ま
す
。
２
年
生

だ
け
で
27
人
、
１
年
生
を
加
え
る
と
46
人
も
部

員
が
い
て
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲
る
だ
け
で
も
大

掛川市立西中学校2年
のり と

馬場  慶人くん

練
習
は
大
変
そ
う
で
す

が
、
良
い
仲
間
達
に
囲
ま

れ
、思
う
存
分
、楽
し
ん
で

野
球
を
や
っ
て
い
る
馬
場

く
ん
。
出
場
す
る
大
会
で

は
勝
ち
進
め
る
と
い
い
で

す
ね
。
最
近
建
設
業
界
も

な
に
か
と
不
安
を
抱
え
て

い
ま
す
が
、そ
ん
な
状
態
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
活

躍
、期
待
し
て
い
ま
す
。

昭
和
22
年
の
創
立
当
時
は
、
教
室
が
な
く
、

掛
川
西
高
等
学
校
、
役
場
裏
旧
青
年
学
校
跡
、

竹
の
丸
等
に
分
散
し
て
授
業
が
実
施
さ
れ
、
仮

職
員
室
が
役
場
内
（
現
掛
川
城
御
殿
）
太
鼓
の

間
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

り
、
五
十
余
年
の
歴
史
あ
る
学
校
で
あ
る
。

デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ド
方
式
の
入
札
方
式

　
東
日
本
建
設
保
証
（株）
の
先
日
の「
建
設
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ

Ｙ
」に
表
記
の
よ
う
な
見
出
し
の
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。
記
事
を
読
ま
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
早
い
話
が
、
公
共
工
事
の「
設
計
・
施
工
一
括
発

注
方
式
」で
す
。

　
現
在
の
公
共
工
事
の
発
注
は
、設
計
と
施
工
の
分

離
発
注
が
大
原
則
で
、設
計（
デ
ザ
イ
ン
）は
、コ
ン
サ

ル
と
言
わ
れ
る
専
門
の
測
量
設
計
会
社
に（
小
さ
な

工
事
で
あ
れ
ば
工
事
担
当
技
師
自
ら
が
設
計
）業
務

委
託
と
言
う
形
で
競
争
入
札
発
注
さ
れ
、施
工（
ビ
ル

ド
）は
、発
注
金
額
に
応
じ
た
施
工
能
力
の
あ
る
建
設

工
事
会
社
に
同
じ
よ
う
に
競
争
入
札
発
注
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、発
注
者
の
落
札
予
定
価
格
の
範
囲
内

で
の
最
低
入
札
企
業
が
落
札
・
発
注
し
ま
す
。

　「
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ド
方
式
」は
、こ
の
よ
う
な
今
ま

で
の
概
念
を
根
幹
か
ら
変
え
る
も
の
で
す
。こ
の
方

式
の
最
大
の
特
徴
は
、﹇
最
低
入
札
者
が
必
ず
し
も
落
札

者
に
な
ら
な
い
﹈と
い
う
こ
と
で
す
。

　
つ
ま
り
、予
定
価
格
と
最
低
制
限
価
格（
ま
た
は
調

査
基
準
価
格
）と
の
間
で
あ
れ
ば
、最
低
価
格
提
示
入

札
者
で
な
く
て
も
落
札
決
定
し
契
約
者
に
な
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。設
計
内
容
の
優
秀
性
と
施
工
能
力

の
優
秀
性
の
両
方
が
求
め
ら
れ
る
訳
で
す
。

　「
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ド
方
式
」に
つ
い
て
は
、国
土
交

通
省
を
中
心
に
、文
部
科
学
省
、厚
生
労
働
省
、農
林
水

産
省
、経
済
産
業
省
、総
務
省
郵
政
事
業
庁
、防
衛
施
設

庁
が
連
携
し
最
終
報
告
が
ま
と
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
明
日
か
ら
こ
の
方
式
が
す
ぐ
採
用
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
建
設
業
に
携
わ
る

者
と
し
て
は
、
一
層
の
会
社
の
体
質
改
善
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　（
詳
し
く
は
、東
日
本
建
設
保
証
（株）
発
行
の「
建
設

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ 

No.
72
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）（
Ｎ
・
Ｓ
）

校舎外観

変
で
す
。
が
、
良
い
仲
間
達
ば
か
り
で
、
毎
日

が
楽
し
い
で
す
。

い
ま
、
部
は
、
掛
川
の
新
人
戦
を
勝
ち
抜
い

て
、
西
部
大
会
で
も
勝
ち
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
来
春
の
県
大
会
に
つ
な
が
る
予
選
も
、

近
々
始
ま
り
ま
す
。

一
つ
で
も
多
く
勝
っ
て
、
上
の
大
会
に
進
め

る
事
を
目
標
に
、
練
習
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
は
、
近
く
の
高
校
に
進
学
し

て
甲
子
園
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
11
年
全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
、

駐
車
場
、
広
場
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
の
拡
張
整
備
が
終
了
し
、
同
年
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
の
緑
化
も
行
わ
れ
、
さ
ら

に
、
平
成
12
年
運
動
場
の
整
備
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
対
応
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
41
台
が
設
置
さ
れ
、
勉

学
・
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
学
園
的
な
雰
囲
気

の
環
境
が
整
っ
た
。

市
庁
舎
の
移
転
、
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
の

建
設
に
伴
う
開
発
に
よ
っ
て
、
学
校
周
辺
や
通

学
路
の
一
部
は
交
通
量
が
急
増
し
、
交
通
渋
滞

が
生
じ
て
い
る
所
も
あ
り
、
登
下
校
時
の
交
通

安
全
に
は
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。生

徒
数
６
５
８
人
、
18
学
級
の
適
正
規
模
の

学
校
で
あ
り
、
地
域
や
保
護
者
は
学
校
に
協
力

的
で
、
体
育
祭
や
合
唱
祭
な
ど
に
多
く
の
方
が

足
を
運
ぶ
。
ま
た
、
奉
仕
作
業
や
シ
ー
ル
集
め

な
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。

３
年
生
を
中
心
に
し
た
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
体
育
祭
で
の
情
熱
と
ま
と
ま
り
は
、
毎
年

見
る
も
の
を
感
動
さ
せ
る
。
ま
た
、
部
活
動
に

打
ち
込
む
姿
も
す
ば
ら
し
く
、
各
部
が
活
躍

し
、
小
笠
掛
川
地
区
中
体
連
大
会
に
お
い
て
、

昨
年
今
年
と
２
年
連
続
し
て
総
合
杯
を
獲
得
し

た
。文

化
的
な
面
で
も
、
毎
朝
10
分
間
の
読
書
タ

イ
ム
は
本
校
の
特
色
の
一
つ
で
も
あ
る
。
ま

た
、
廊
下
や
階
段
に
置
か
れ
た
草
花
や
、
廊
下

掲
示
の
「
西
中
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、
学
校

生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

「
光
る
個
性
、
高
め
合
う
仲
間
」
を
学
校
教
育

目
標
に
、
勉
強
、
部
活
動
、
行
事
等
に
打
ち
込

み
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
た
く
ま
し
さ
も
兼
ね

備
え
た
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し

て
い
る
の
が
西
中
学
校
の
生
徒
で
あ
る
。

掛川市立西中学校 掛川市立西中学校 
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ホ
ス
テ
ス
の
い
る
高
級
な
の
か
ら
気
軽
な
ス

タ
ン
ド
、
あ
る
い
は
我
家
の
ホ
ー
ム
ま
で
い

ろ
い
ろ
。

好
敵
手
で
す
。

海
綿
状
の
気
泡
を
も
つ
ゴ
ム
や
合
成
樹
脂
。

寄
席
の
最
後
の
出
演
者
。

■
タ
テ
の
か
ぎ

試
験
免
除
の
○
○
○
○
入
学
。

盛
り
場
な
ど
で
女
の
子
を
○
○
○
す
る
の
が

男
の
子
の
趣
味
？

礼
儀
作
法
で
す
。

ス
テ
ッ
キ
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
に
設
け
ら
れ
た

簡
易
宿
泊
施
設
の
一
つ
。

父
母
の
兄
弟
姉
妹
の
子
。

今
夜
の
デ
ー
ト
、
し
ゃ
れ
た
○
○
○
○
○
で

お
食
事
し
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
、
○
○
○
○
色
の
海
。

テ
レ
ビ
に
出
て
く
る
の
は
、
最
後
に
必
ず
犯

人
を
逮
捕
す
る
。

ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
長
編
小
説
。
運
命

に
も
て
あ
そ
ば
れ
る
農
村
の
一
女
性
を
描
く
。

■
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
住
所
・
氏

名
・
年
令
・
電
話
番
号
・
勤
務
先（
学
校
）名
と

必
ず
近
況
・
感
想
な
ど
を
ご
記
入
の
う
え

　
〒
４
３
７
‐
０
０
２
４

袋
井
市
三
門
町
11
の
12

　
袋
井
建
設
業
協
会
内
　
広
報
部
会
ク
イ
ズ
係

あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
締
切

平
成
14
年
２
月
15
日
到
着
分

■
発
表

「
ビ
ル
ダ
ー
ズ
・
ボ
イ
ス
」48
号
紙
上
に
て

時
評
時
評
 

ア イ ア イ ガ サ 

カ タ ナ 

ド ウ ロ 

リ プ 

レ 

ス ピ ー チ ノ 

ワ 

ン 

カ ッ 

ポ 

ロ 

ツ 

ナ ロ ド ン 

テ 

チ オ 

ズ イ サ エ 

■
解
き
方

Ａ
〜
Ｅ
の
５
文
字
を
空
所
に
入
れ
て
、
つ
ぎ
の
川

柳
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
川
柳

髪
切
っ
た  

失
恋
知
ら
ぬ  

○
○
○
○
○

■
ヨ
コ
の
か
ぎ

こ
こ
に
寝
そ
べ
っ
て
水
着
姿
の
ギ
ャ
ル
達
を

じ
っ
く
り
観
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
自
分
の
も
の
だ
と
、
あ
ら
か
じ
め
○

○
を
つ
け
て
お
く
。

ア
ウ
ト
の
反
対
、で
も
セ
ー
フ
で
は
な
い
ヨ
。

○
○
○
○
の
妻
。
ま
だ
籍
は
入
れ
て
な
い
。

ア
ン
プ
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ス
ピ
ー
カ
ー
が
独

立
し
た
組
み
合
わ
せ
の
○
○
○
○
○
型
。

ハ
ー
ト
で
す
。

○
○
○
作
っ
て
魂
入
れ
ず
。

第 回 47
川
柳
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
経
営
者
像
と
は

　
最
近
は
い
た
る
所
で
リ
ス
ト
ラ
だ
、
企

業
倒
産
だ
、
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
厳

し
い「
今
」を
ど
う
生
き
残
る
の
か
!!

　
あ
る
本
に
今
求
め
ら
れ
て
い
る
経
営
者

像
と
は「
け
ち
で
頑
固
で
無
口
」更
に「
元

気
で
明
る
く
前
向
き
」と
あ
っ
た
。

　「
け
ち
で
あ
れ
」と
は
金
を
稼
ぐ
苦
労
が

身
に
つ
い
て
い
て
金
の
大
切
さ
、
威
力
、

持
っ
て
い
る
事
の
重
要
性
を
き
ち
ん
と

知
っ
て
い
る
と
い
う
事
。

　「
頑
固
で
あ
れ
」と
は
正
し
い
決
断
を
下

す
力
を
持
っ
て
い
る
事
、
決
断
力
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
根
拠
に
な
る
が
正
し
い
決

断
を
下
す
た
め
に
は
頭
の
良
し
悪
し
で
は

な
く
質
の
良
い
情
報
を
沢
山
集
め
る
力
が

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
。

　「
無
口
で
あ
れ
」と
は
嘘
を
つ
く
な
と
い

う
事
。
人
は
嘘
を
つ
く
つ
も
り
で
は
な
い

の
に
そ
の
場
逃
れ
の
た
め
に
口
か
ら
出
ま

か
せ
を
言
っ
た
り
、
う
っ
か
り
軽
口
を
叩

い
た
り
し
て
相
手
の
真
剣
さ
を
裏
切
っ
た

り
、
又
信
用
を
失
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
い
う
事
を
無
く
す
と
い
う
意
味

だ
と
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
と
う
な
ず
く

事
ば
か
り
だ
が
自
分
の

肝
に
も
銘
じ
て
お
こ
う

と
思
う
。
　（
Ｗ
・
Ｙ
）

●
磐
田
の
駅
北
通
り
の
工
事
が
進
行
し
て
い
る

の
を
、
い
つ
も
通
勤
途
中
に
見
て
い
る
の
で
す

が
、
袋
井
の
駅
前
は
何
も
無
く
、
元
ヤ
オ
ハ
ン

の
跡
地
に
何
か
出
来
る
と
い
う
話
も
出
て
い
る

ら
し
い
で
す
が
…
。
早
く
何
か
出
来
て
欲
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
山
口
真
由
美
様（
袋
井
市
在
住
・
26
才
）

●
毎
朝
、
主
人
と
磐
田
市
の
東
部
区
画
整
理
内

を
歩
い
て
い
ま
す
。
色
々
な
会
社
の
工
事
看
板

や
バ
リ
ケ
ー
ド
、
作
業
車
が
き
れ
い
に
並
ん
で

陽
が
昇
っ
て
皆
が
来
て
く
れ
て
働
く
の
を
待
っ

て
い
る
様
で
す
。
ど
ん
な
街
が
出
来
る
の
か

な
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
道
路
が

き
れ
い
に
な
り
、
家
や
公
園
が
で
き
て
並
木
道

を
歩
け
る
よ
う
に
足
腰
を
鍛
え
て
お
き
ま
す
。

こ
ん
な
街
造
り
を
最
先
端
で
頑
張
っ
て
い
る
皆

様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
井
戸
田
郁
代
様（
磐
田
市
在
住
・
45
才
）

●答え●
プロポーズ

■
賞
品

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
お
正
月
号
に
つ
き
３

名
様
に
各
々
２
千
円
の
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

但
し「
近
況
」「
感
想
」が
記
入
さ
れ
て

い
な
い
正
解
者
に
は
当
た
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
46
回
ク
イ
ズ
当
選
者

井
戸
田
郁
代
様（
磐
田
市
建
設
事
業
（協）
勤
務
）

山
口
真
由
美
様（
飲
食
店
勤
務
）

竹
田
　
敦
子
様（
主
婦
）

■
前
回
の
正
解
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表紙の
ことば

ビ
ル
ダ
ー
ズ
ボ
イ
ス
第
四
十
七
号
　
発
行
●
袋
井
建
設
業
協
会

第
二
東
名
高
速
道
路

森
掛
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

工
事

ビルダーズ・ボイスはエコマーク認定の再生紙を使用しています。

株式会社 川島組
八木利奈子さん（24才）

　
人
や
物
の
流
れ
と
地
域
の
活
性

化
だ
け
で
は
な
く
、
最
近
な
に
か

と
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
東
海
地

震
」、
万
が
一
の
災
害
発
生
時
に

「
緊
急
輸
送
路
」
と
し
て
の
機
能

を
果
た
す
こ
と
に
な
る
第
二
東
名

高
速
道
路
。
中
東
遠
地
域
を
担
当

し
て
い
る
の
が
日
本
道
路
公
団
静

岡
建
設
局
掛
川
工
事
事
務
所
。
担

当
の
区
間
は
、
大
井
川
右
岸
の
榛

原
郡
金
谷
町
か
ら
天
竜
川
左
岸
の

磐
田
郡
豊
岡
村
ま
で
延
長
29
・
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。

　
こ
の
区
間
は
中
山
間
地
が
多
く
、
河

川
周
辺
の
平
地
の
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど

が
山
岳
道
路
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

工
事
は
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
と
い
っ
た
構

造
物
の
占
め
る
割
合
が
約
半
分
と
な
っ

て
い
る
。
管
内
全
体
の
進
捗
に
つ
い
て

は
、用
地
取
得
が
ほ
ぼ
完
了
、工
事
も
全

線
で
着
手
し
て
い
る
の
が
現
状
。

　
こ
の
中
で
、
掛
川
市
、
袋
井
市
、
森
町

の
山
間
部
だ
け
で
な
く
中
東
遠
地
域
の

過
疎
化
に
悩
ん
で
い
る
地
域
の
活
性
化
、

新
し
い
物
流
の
大
動
脈
と
し
て
期
待
さ

れ
、
人
の
流
れ
と
交
通
の
拠
点
と
な
る

の
が
森
掛
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

工
事
。
現
東
名
高
速

道
路
は
、
海
側
を
通

過
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
第
二
東
名

が
開
通
し
、
新
し
い

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
完
成
で
計
り

知
れ
な
い
経
済
効

果
を
及
ぼ
す
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

　
工
事
は
大
成
建
設
・
若
築
建

設
共
同
企
業
体
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
工
事
場
所
は
周
智
郡
森

町
睦
実
地
内
。
工
期
は
平
成
11

年
７
月
24
日
か
ら
平
成
15
年
３

月
４
日
ま
で
。

　
工
事
内
容
は
総
延
長
１
、９
４

８
メ
ー
ト
ル
、
土
工
延
長
１
、２

６
５
メ
ー
ト
ル
、
橋
梁
延
長
（
下

部
工
）
６
８
３
メ
ー
ト
ル
、
橋
台

９
基
、
橋
脚
42
基
、
Ｃ
‐
Ｂ
Ｏ
Ｘ
３
カ
所
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
１
カ
所
。
主
要
工
種
は
切
盛

　
私
が
こ
の
職
業
に
就
い
て
、
も
う
す
ぐ
二
年

で
す
。
現
場
の
中
で
は
見
る
も
の
聞
く
こ
と
新

し
い
こ
と
ば
か
り
、
毎
日
が
忙
し
く
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

　
実
際
に
建
物
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
本
当

に
た
く
さ
ん
の
人
の
手
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

し
か
も
そ
れ
ら
が
機
械
的
で
は
な
く
、
手
作
り

と
い
う
感
覚
が
強
い
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。

　
建
設
業
界
は
や
は
り
男
の
世
界
。
そ
こ
で
自

分
は
通
用
す
る
の
か
不
安
で
す
。
仕
事
を
し
て

い
く
中
で
も
、
男
性
の
様
に
は
上
手
く
い
か
な

い
な
あ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
時
に
は
、
女
だ
か
ら
と
あ
き
ら
め
る
の
で
は

な
く
て
、
自
分
な
り
の
解
決
方
法
を
探
す
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
人
と
し
て
も
、
監
督
と
し
て
も
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
。
多
く
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
少
し
ず
つ
で
も
自
分
ら
し
い

や
り
方
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
ま
す
。

土
量
91
万
３
、０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、
の
り
面

工
８
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
函
渠
工
３
カ
所
、
管

渠
工
４
カ
所
な
ど
。

　
な
お
、森
掛
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
は
、

地
す
べ
り
地
帯
と
軟
弱
地
盤
が
近
接
し
て
い
る

複
雑
な
地
形
な
が
ら
、工
事
は
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、11
月
末
ま
で
の
工
事
進
捗
率
は
51
％

で
、地
元
も
期
待
の
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

インターチェンジ付近  現場

森掛川インター完成パース

今
年
は「
う
ま
年
」。 

野
生
動
物
で
あ
っ
た
馬
が
家
畜
化
さ
れ
た
の
は
、今
か
ら
五
千
年
も
前
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

元
来
は
、農
地
を
耕
し
た
り
、物
を
運
ん
だ
り
人
を
乗
せ
た
り
と
、人
間
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
た
貴
重
な
動
物
で
す
。

「
馬
力
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、馬
は
自
分
の
体
重
の
五
分
の
一
以
下
の
人
や
荷
物
で
あ
れ
ば
、一
日
八
時
間
の
仕

事
を
こ
な
せ
る
働
き
者
。私
た
ち
も
馬
を
見
習
っ
て
、も
っ
と
馬
力
を
つ
け
、こ
の
一
年
を
元
気
に
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。


